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くテーマ選 定理 由〉

現在小児センターには、他病棟にはない、おやつ

が食事の間に出されている。PM 6時給食になり、以

前 PM 6時 30分に配 られていたおやつが、PM 3

時に配られるようになり、スタッフの眼に多くふれ

るようになった。本来おやつとは、栄養補給が主な

目的であり、入院している子供達にとっては、規制

された入院生活の中での楽しみでもあるが、現在の

おやつが、それを満たしているかどうか、いくつか

の疑間があったので、これをテーマとしてとりあげ

た。

く目 標 設 定 〉

おやつが、より栄養や量が適当であり、子供達が

楽しんで食べられるようにする。

く現 状 把 握 〉

大部屋に入院 している 3～ 15歳 の 19人 の患児を

対象に、毎日どのようなおやつが出されているのか

をチェックした。ノー トにおやつの品目と喫食状況

を調べた。子供達の感想をきいていった。

その結果、手作 りのものの方が、子供達が喜んで

食べていることがつかめた。同じものが月に何度 も

出て、長期入院者があきてしまうものがあることが

わかった。量に関しては、幼児も学童も一般 も同量

であり残ることが多かった。食事のデザー トが、ま

たおやつにもでて、変化がないこともあった。内容

が満足できるときと、できないときの差が激しい。

外見上、楽しめるものであれば、子供達は喜んで食

べた。(exう さぎのおさら、デコレーション)お やつ

の量が多すぎて、夕食がすすまない事がある。等の

事がわかった。

く原 因 の追 求〉

まず、特性要因図をつ くった。その中で、病棟で

改善できる事 として、量 と環境について考えていく

ことにした (図 1)。

〈対 策 立 案〉

(1)楽 しい雰囲気で食べられるようにする。

①音楽をかける

② NS保母がいて話かけ、コミュニケーションを

はかる

③興味 (お やつに対して)を増すような話をする

(2)病棟でそれぞれの児の食欲や年齢や摂取状況を考

慮して分ける。

例えば、焼 きそばは今 まで、お皿に均一に分けら

れてきたが、ひとつにまとめてあげてもらい病棟で

分ける。

既製のアップルパイ等は、今 まで大きなものがそ

のまま出されていたが、それを何等分かに切って、

欲 しいだけ分けるようにして、あとでおかわ りでき

るようにする。

サンドウィッチも、最低限食べてほしい量や種類

を分けて、さらにおかわ りできるようにする。

(3)そ れに加え、子供達の反応が、栄養課に伝わるよ

うに連絡カー ドを作っていく (図 2)。

く効果 の確 認 〉

施行後、 4週間、おやつを残 した児の数を幼児、

学童、一般に分け、品目別に調べて、子供達の感想

を聞いていった。

結果

それぞれの児に適量であるようにしていったので、

おやつをのこす児が少な くなった。

・幼児は、今 まで残すことが多かったが、施行後は

確実に減った。(塩せんべいは、施行後 も一袋づつ

のため、大きな変化はなかった)

。学童も同様のことが言えた。

・ 中学生以下は、表の上では以前とそれほど変化が

見られないが、以前は不足だったのがおかわりが

でき、満足できるようになった。

又、他には、食欲のない児に対 しては、無理のな

「楽しいおやつにするために」
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い量になった。夕食にひびかないようになった。お

かわ りをする楽しみができた。ひとつのお皿にまと

めて くるので、家庭で母親が与えるような雰囲気作

りができた。そうすることによって、児 との会話が

ふえ、児の嗜好、摂取状況等がわかるようになり、

又、児からも要求が言える場ができ、よりよいコミュ

ニケーションがはかれるようになった。残したもの

をゴミ箱に捨てるという行為をしなくてすむように

なった。等の良い結果が得 られた (図 3、 図 4)。
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図 1 特性要因図

栄養課 との連絡カー ド(一例 )
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残 割
す 合

図 3 品目別の残す子供の割合 (施行前 )

図4 品目別の残す子供の割合  (施行後 )

く歯 止  め〉

今後、おやつの時間に

1ま 、

(1)楽 しい雰囲気作 りとし

音楽をかけ、児への話 し

かけを行う。

(2)上がってきたおやつを

病棟でそれぞれの児に合

うように配る。

(3)栄養課への連絡カー ド

を続ける。

くお わ り に〉

今回、おやつをテーマ

にとりあげ、活動してい

く中で、おやつが入院し

ている児にとって、大き

な楽しみをもつという認

識を深め、そのおやつを、

栄養面だけで考えるので

はなく、精神面での楽し

みとしてとられることも

重要であると考えさせら

れた。今後、今回実施 し

たことを継続 していき、

おやつが楽しい時間であ

るように努力していきた

い。

しかし、おやつの内容

に関しては、病棟だけで

は、解決できない問題で

あり、栄養課 との協力が

必要である。栄養課が、

規制された条件の中で、

おやつをよりよくするた

めに努力 している こと

を、知ることができたの

で、ささいなことでも、

カー ドを使って連絡をと

りあい、おやつをより充

実したものにしていきた

い。
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